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マネジメント論と質的方法 

―その親和性、エスノグラフィー、自己エスノグラフィーを中心として― 

 

蔡 芢錫 

 
要約 

マネジメントという複雑な現象を真の意味で理解・説明・予測するためには、多様な研究方法

を通じてマネジメントに迫る必要がある。しかし、研究方法の面からマネジメント論を眺めてみ

ると、マネジメント論は非常に画一的と言わざるを得ない。とりわけ近年の組織行動論の分野で

は量的研究、中でも質問紙調査が圧倒的であり、質的研究はわずかしか存在しない。マネジメン

ト論の開拓期は今とは違っていた。テイラーやファヨールなど、マネジメント論のパイオニアた

ちは実務家兼研究者であり、彼らにとってマネジメントの現場は実践の場であり、研究の場でも

あった。主観的と言わざるを得ない経験（experience）、観察（observation）、自己内省

（self-reflection）を通じて、彼らはマネジメントの一般原則を導き出している。本研究は、研

究方法の側面からマネジメント論を吟味したうえで、1）マネジメントの現象を理解・説明・予

測するためには、量的方法に基づく仮説検証型の研究を重んじるこれまでのマネジメント論の文

化は是正される必要があること、2） 例え「部分的真実」しか掴めないとはいえ、より多くの組

織エスノグラフィー（organizational ethnography）研究が必要であること、3） 研究者そのも

のが研究対象となる自己再帰的な自己エスノグラフィー研究が必要であることの３点を主張す

る。 
 

キーワード：マネジメント論, 組織行動論, 方法論, 量的研究, 質的研究, エスノグラフィー, 自
己エスノグラフィー 

 
Abstract 

To truly understand, explain, and predict the complex phenomenon of management, it is 
necessary to approach management through various research methods. However, when we 
look at management theory from the perspective of research methods, we can acknowledge 
that it constitutes a forest of uniformity. Quantitative research, especially questionnaire 
survey, is the mainstream, while qualitative research occupies only a small portion of 
research. However, the pioneering era of the management theory was different from today. 
Pioneers of management theory, such as Taylor and Fayol, were practitioners and 
researchers. The field of management was both a place of actual practice and a place of 
research for them. They derive general principles of management through ethnography, 
which includes subjective experience, observation, and self-reflection, and so on. This study 
examines management theory from the perspective of research methods, arguing three 
following points: 1) The current culture of management theory that emphasizes 
hypothesis-testing research based on quantitative methods should be reconsidered. 2) Even 
if only a partial truth can be grasped, more organizational ethnography is necessary. 3) 
Self-reflexive autoethnography research in which the researcher herself/himself becomes the 
research subject, is needed. 
 
Key Words：Management Theory, Methodology, Quantitative Research, Qualitative Research, 

Ethnography, Autoethnography  
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はじめに 

 

私は、研究者である。この 30 年間、私が何より心掛けてきたのは、主観と個人的な経験の

徹底的な排除だった。代わりに、中立性と客観性を何より重んじてきた。「客観的な私」が時々

顔を出そうとする「主観的な私」を極力抑えながら、私は研究と教育に携わってきたのだ。そ

の理由は簡単だ。私は研究者だからだ！ 

客観性を重んじる私の姿勢は、私の書いた論文にも色濃く反映されている。注１ 例えば、最初

のページに印刷されている氏名を確認しない限り、私が書いたことが誰にも分からないように

工夫した。表現にも細心の注意を払った。主観的に取らわれがちな「私（I）」という表現は極

力避けた。どうしても「私」という表現を使わざるを得ない場合は、曖昧な「我々（we）」と

いう複数形を使った。「思う」や「考える」という能動態よりは、「思われる」や「考えられる」

という受動態を愛用してきた。全てが、「この論文は価値中立的で客観的な立場で書かれた」と

いうことをアピールするための工夫だった。 

教育においても同じだった。社会的認知（social cognition）を講義する時には、「我々人間

は完全たる客観をとらえきれない。でも、公平（fair）なマネジャーになりたい皆さんは、限

りなく客観に近づこうと努力しなければならない」と強調した。ゼミ生たちが合同ゼミで発表

する共同論文を指導する際には、「論文は客観的に書かないといけない」と何度も釘を刺した。

修士や博士課程の学生たちにはなおさらだった。提出した論文に一人称や主観的な表現が見つ

かった場合は、赤いペンで厳しく叱責した。振り返ってみると、私は中立性と
．．．．．．

客観性の虜で
．．．．．．

、

中立性と客観性は私にとっては宗教のようなもの
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

であり、信じて疑わなかった。 

勤め先の大学から最後の長期研究休暇をもらった。もともとは、バックパッカーとなって世

界を旅する日韓の若者たちについて何かを書き上げるつもりだった。彼女・彼らはなぜバック

パッカーとなる決心をしたのか、旅先では日々どのようなことを経験するのか、その経験は彼

女・彼らのキャリアや人生にどのような影響を与えるのだろうか。彼女・彼らと行動をともに

しながら、アウトサイダー（部外者）の立場から、「中立的で客観的な視点」で、彼女・彼らの

姿を描きたかった。そこで、2021 年 9 月からほぼ 1 年間、コロナの真っただ中で私は自らバッ

クパーカーとなり、世界の安宿を転々とした。しかしながら、コロナの影響で肝心な日韓の若

者バックパッカーたちにはほとんど会えなかった。代わりに出会ったのは、主に経済的な理由

で安宿に泊まる世界中の様々な国々の人々だった。 

長期研究休暇が終わり、大学に戻ってきた。いくら研究対象に巡り合えなかったとは言え、

義務からは逃れられない。2 年以内に研究成果をまとめて公表しなければならない。書くしか

ない。パソコンの前に腰を下ろし、画面を見つめながらタイピングに取り掛かった。するとす
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ぐ、私は自分の書き方に強い抵抗感を感じた。私が極力避けてきた、私の「個人的な経験」を、

しかも「一人称」で書いていたからだ。「こんな書き方ってあり？これって論文と言える？」。

参った。しかし一方では、なぜか今回だけは、個人的な経験を交えながら一人称で、Van Maanen

（1988）のいう告白的なスタイルで書くのがごく自然のようにも思えた。 

崇めてきた客観から排斥してきた主観への改宗は、強い罪悪感を伴うものだった。その時、

偶然目に留まったのが、「自己エスノグラフィー（autoethnography）」だった。目を通してみ

て驚いた。なんと、研究者自らが研究対象者で、自分の個人的な経験を一人称で書く分野が世

の中にはあったのだ！これだと思うと同時に、勇気づけられた。心の中でひそかに「所詮ソフ

ト科学にすぎず、非科学的で、予備調査的で、主観的で、何より理論的ではない（Denzin＆

Lincoln, 2000: 第 1 巻, 8 頁）」と決めつけていた質的方法についてちょっと真面目に考えてみ

ることとした。これが、この論文を書く理由である。 

 

１．マネジメント論の研究方法：量的方法 vs. 質的方法 

 

マネジメントという複雑な現象を研究する方法は、大まかに量的方法と質的方法に分類でき

る。表１は、２つの研究方法を比較し、まとめたものである。 

 

１）量的方法 

「量」という言葉から推測できるように、量的方法は何より「数値化されたデータ（以降、

数字データ）」を重んじる。量的方法は、大量の数字データを統計的に分析することで、複雑な

要因が絡み合っており、我々の目にはなかなかその姿を見せてくれない一般法則や関係性の発

見を目指す。そして、それをもって世界を単純化して説明（explain）・予測（predict）しよう

とする。従って、量的方法では、研究対象を取り囲んでいる状況やコンテキスト（文脈）は、

「物体の落下速度は重さに関係なく一定である」という一般法則の発見を妨げる空気のような

存在であって、徹底的に取り除かなければならない。その意味で、量的方法は自然科学のモデ

ル、特に状況やコンテキストを排除できる実験を理想としている（Denzin et al., 2024; Denzin 

& Lincoln, 2000; Flick, 2007）。 

ただ、自然現象を研究対象とする自然科学と違って、生身の人間と対峙する社会科学では実

験はなかなか難しい。一般法則の発見という名の下で、毎日働きに行かなければならない人々

を実験室に閉じ込め、いろいろと変数を操作しながら実験することは倫理的に大きな問題をは

らむ。それだけではない。人々が働く職場を人為的に再現し、一般法則の発見を妨げる全ての

状況要因を排除した無菌の実験室を作ることがそもそも不可能に近い。そこで、多くの社会科 
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表１：量的方法と質的方法の比較 

 量的方法 質的方法 

研究の文脈・状況 ・文脈・状況の無視 
・人為的・人工的に作られた文脈や状況

・文脈や状況の重視 
・経営現場など、自然な状況・文脈 

研究の目標・重点：

理解・記述・説明・

予測 

・法則や関係性の発見 
・因果関係の究明 
・発見事実の一般化 

・世界を理解・記述すること 
・一般化はさほど重視されない。 
 

向いている 
研究タイプ 

・仮説検証型の研究 ・仮説発見型の研究 

仮説の立て方 ・演繹的な方法：主に文献レビューに

よって仮説が先に立てられる。 
・帰納的な方法：仮説は研究のプロセス

で発展・洗練されていく。 

研究対象者として 
個人の位置づけ 

・個人は意味がない。 
・個票は集計データとしてのみ意味あ

り 

・個人は重要な情報源 
・個々人の独自性を重視 

研究者の立ち位置 ・アウトサイダー・観察者の立場 
・研究プロセスに介入せず中立的で客

観的な立場 
・感情などの介入を極力回避 

・フィールドの一員 
・研究の一部・積極的な参加者 
・生身の人間としての研究者 

代表的な研究方法 ・実験 
・質問紙調査 

・インタビュー, ケース・スタディ, 参
与観察, ドキュメントの分析など 

データのタイプ ・数字データ ・テクスト（文字や言語）データ 

分析方法 ・統計分析 ・テーマと研究方法との整合性を重視 
・研究テーマによって分析方法が異な

る。 

想定される読者 ・主に、同じ研究分野の仲間たち ・研究仲間だけではなく、一般大衆まで

含む。 

研究結果の 
執筆と公刊 

・決まった書き方やフォームあり 
・短い論文形式が一般的 
・研究者の自由裁量が少ない。 
・統計分析の結果である表の報告は必

須 
・表の数字や星印で仮説の支持・棄却を

確認する。 
・その分野に対する専門知識がないと、

理解するのにかなり難しい。 
・一般読者が読むにはかなり難しい。

・決まった書き方やフォームなし 
・研究者の個性が出る。 
・分厚い記述が行われるがゆえに、分量

が多く、論文よりはモノグラフや本な

どで刊行される場合が多い。 
・統計分析の表などはあまり入らない。 
・文学的な物語で書かれる場合が多い。 
・専門知識のない一般読者も読める平

易な文体 

研究の質の評価・ 
良い研究の判断 

・明確な基準あり 
・よく使われる基準は、妥当性・信頼

性・一般化可能性 

・研究の「意味 meaning」が重要 
・質の評価基準は、アプローチごとに異

なる。 

・Denzinなど（2024, 特に Introduction, pp.1-27）やDenzin & Lincoln（2000, 特に第1巻序章, pp.1-28）、
Flick（2007, 特に pp.ⅲ-ⅳ）を参照しながら筆者が作成。 

・量的方法は実験よりはマネジメント論でよく使われている質問紙調査を主に念頭に置きながら整理した。 
・質的方法といっても多様な方法があり（Denzin et al., 2024；Denzin ＆Lincoln, 2000）、ここでは大ま

かな共通点だけをまとめた。 
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学者たちは、質問紙調査に頼っている。厄介な状況やコンテキスト要因を質問紙の中でコント

ロール変数として組み込み、それらの要因が研究結果に及ぼす影響を最小限にとどめようとす

るのだ。 

質問紙調査は一般的に次のような手順で行われる。まず、研究者は様々な文献を読み、演繹

的に、例えば「職務満足が高いほど、生産性が高いだろう」という研究仮説（つまり、一般法

則）を立てる。その後、研究者の努力と関心の全ては、数字データをもってこの仮説を証明す

ることに向けられる。量的方法がよく「仮説検証型」と呼ばれている所以である。研究者はこ

の仮説に基づき、信頼性と妥当性を満たす質問紙を作る。ところで、仮説を検証するためには、

質問紙に回答してくれる人々、つまり、サンプルが必要である。ここからサンプルと母集団と

いう、ややこしい問題が出てくる。時間とコストなどの現実的な問題で、普通研究者は母集団

全体（例えば、日本人男性全員）を調べることはできない。そこで、母集団を代表すると思わ

れる人々を無作為に選び、部分集合（例えば、２千名程度の日本人男性）を作る。この部分集

合がサンプルである。ただ、このサンプルは、研究者にとってはあくまで一種の手段に過ぎな

い。なぜなら、研究者の本当の狙いは、サンプルから得られた結果を母集団へと「一般化

（generalization）」することにあるからだ。そのためには、サンプルから母集団への「推定」

が必要不可欠だが、それをやってくれるのが統計学である。 

一般化を行うためには、サンプルの数も重要である。一定の数が集まらないと、母集団への

一般化ができない場合があるからだ。量的方法の研究者たちが、できるだけ大量のサンプルを

得ようとする理由はここにある。十分な数のサンプルから一般化するのに十分な数の回答が得

られると、研究者の次の作業は個々人の回答を Excel などのソフトを利用して数字形式で入力

することである。これをコーディングと呼ぶ。コーディングが終わると、次は統計分析の出番

である。統計分析の結果は、全て数字で示される。仮説が支持された場合は、有難くも星印が

付いてくる。量的方法の研究者たちが、星印に笑みを浮かべる理由はここにある。このように、

量的方法は研究のあらゆる局面で、「数」が極めて重要な役割を演じる。 

量的方法は、研究プロセスにおいて研究者の影を完全に排除することを理想とする。理由は

簡単である。研究者自体も状況やコンテキスト要因であり、研究の客観性と信ぴょう性を根底

から揺るがす錯乱要因の１つとなりうるからだ。理想は、透明人間のような研究者である。つ

まり、量的方法において研究者は、スポーツ競技の審判のように
．．．．．．．．．．．．．

、自分の好き嫌い
．．．．．．．

、感情や態
．．．．

度
．
、価値観などを研究に持ち込まず

．．．．．．．．．．．．．．
、回答する人々の人格にも惑わされず

．．．．．．．．．．．．．．．．
、数字だけを統計分

．．．．．．．．

析にかけ
．．．．

、あくまでアウトサイダーの立場で
．．．．．．．．．．．．．．．

、中立的で
．．．．

客観的に研究結果を解釈し
．．．．．．．．．．．．

、サンプル
．．．．

から得られた結果を母集団へと一般化する努力義務を負う
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。 

実際、質問紙調査では、これがほぼ実現されている。質問紙を作る段階で研究者は何人かの



－ 6 － 

研究対象とインタビューをするかもしれない。しかし、質問紙を配布してからは、研究者はそ

の気配を消す。研究対象者たちは、紙に印刷されている質問票か、パソコン画面で次々と現れ

る選択肢に黙々とチェックを入れ、透明人間と化している研究者に送信する。要するに、量的

研究において研究対象者の人々は、人格を持った一人の個人ではなく、あくまで１つのサンプ

ルにすぎない。研究者本人も、質問紙に回答する人々がどのような人格の持ち主なのかなどに

は興味がない。仮説は個票ではなく、あくまで集計データを通じて検証できるからだ。 

量的方法は、研究の成果物である論文の書き方においても決まったフォーマットがある。私

の専門分野である組織行動論の場合、米国心理学会（American Psychological Association, APA）

が定めた APA スタイルに準じて論文を執筆する場合が多い。執筆の順番も決まっている。ま

ず、問題意識を述べる。次に、仮説をどのように演繹的に導いたのかを書いた後で、質問紙作

りや統計分析の方法について書く。次は、表やグラフなど、数字や図形の形式で統計分析の結

果を報告したうえで、最後に考察を書く。 

量的方法の場合、読者はかなり限定的である。想定している主な読者層は、研究者とかなり

近い研究分野に携わっている研究仲間たちである。当然、研究者同士だけでしか通用しない概

念や独特な言い回しのオンパレードで、研究者を目指す大学院生たちにとってさえも、論文を

読むのはかなりの挑戦的な作業となる。素人の一般読者にとっては、きっと「マゾヒスト的な

読者に苦痛を与えることに快感を覚えるサーディストによって書かれている代物（Tourish, 

2019: 4-5）」のように見えるに違いない。 

 

２）質的方法 

質的方法は、数・量・強度・頻度などの数値では実験的に検証・測定できない、モノの質や

プロセスあるいは意味を重視する研究方法である（Denzin & Lincoln, 2000：第 1 巻, 9 頁）。

実際、質的研究で主に扱われるデータは数字データではなく、インタビューのトランスクリプ

ト（テープ起こし）、参与観察しながら研究者自らが書き残しているメモ、新聞記事や雑誌、公

文書といった「文字（text）データ」である。質的研究者はこの文字データの行間に潜んでい

る「意味（meaning）」を追求する。従って、質的研究においてサンプル数はさほど重要では

ない。極端なことを言えば、研究協力者がたった一人であっても構わない。 

主に実験と質問紙調査を思い浮かべればよい量的方法とは違って、質的方法には実に多様な

方法が存在している。インタビュー、ケース・スタティ、古文書や記録などのドキュメント、

内容分析、グラウンデッド・セオリー・アプローチ、アクション・リサーチ、エスノグラフィー

等々、様々な方法が質的研究と一括りにされている（Denzin et al., 2024; Denzin & Lincoln, 

2000; Flick, 2007）。これらの多様な質的方法には、「そこにある
．．．．．

世界（実験室のような特別に
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作られた研究状況ではなく）にアプローチし、内側から
．．．．

社会現象を理解し、記述し、時には説

明することを意図する（強調は原著）」という共通点がある（Flick, 2007:ⅱ）。Flick のこの定

義には、質的研究の重要な３つの側面が含まれている。 

第１に、量的研究とは違って、質的研究では状況やコンテキストは研究を妨げる錯乱要因で

もなければ、それゆえ取り除くべき厄介な対象でも決してない。それどころか、個々人の行動

の背後に潜んでいる意味を解釈するに欠かせない、極めて重要な要因である。なぜなら、Geertz

（1973）が言っているように、例えば、右の眼を急に収縮する行動であっても、それは状況と

場合によって、ただのまばたき、ウィンク、パロディ、リハーサルという４つの異なる解釈が

可能だからだ（藤田・北村, 2013: 39）。「そこにある世界にアプローチする」とは、この意味で

ある。 

第２に、質的研究は一般法則を発見し、その法則をもって世界を説明・予測することにさほ

ど強い興味がない。むしろ、主に文字などの非量的データを分析することで、人々は何をして

いるのか、人々に何が起きているのか、人々は自分の世界をどのように作り上げるのかなどを

理解し（understand）、それを記述・描写する（describe）ことにより強い関心を寄せている

（Flick, 2007）。しかしながら、質的方法が一般法則の発見に全く興味がないかというと、そ

ういうわけではない。人々や世界に対する理解が進み、一般法則の発見へと関心が進む余地は

十分残している。量的方法が演繹的な仮説検証型の研究に向いているのに対して、質的研究は

帰納的な仮説発見型の研究に向いていると言われている所以である。「社会現象を理解し、記述

し、時には
．．．

説明することを意図する（強調は筆者）」とは、この意味である。 

第３に、質的研究の場合、研究を進める際に、アウトサイダーの視点ではなく、内部者（insider）

の視点（正確には、研究者が推測するには内部者のものだと思う視点）を非常に重視する。こ

こで内部者とは、「そこにある世界で現実に日常を送っている人々」、つまり、研究協力者のこ

とである。従って、質的研究において研究協力者たちは、匿名の人々の集まりである単なるサ

ンプルでは決してない。名前と顔、人格を持つ生身の人間であり、研究者にとっては重要な情

報提供者（informants）である。彼女・彼らによって提供された情報を基に、質的研究者は彼

女・彼らの視点で、彼女・彼らの日常を理解・記述しようとするのである。「内側から社会現象

を」とは、この意味である。 

量的研究者とは違って、質的研究者は、研究が行われる現場にその姿を現す場合が多い。質

的研究者の研究への関わりの程度は、単純なインタビューの実施者から、隠れた観察者、積極

的な参与観察者、現場の人々と一緒に問題を解決するアクション・リサーチャーなど、様々で

ありうる。いずれにせよ、研究対象者に顔がほとんど知らされていない量的研究者とは違って、

質的研究者は研究協力者たちにまず自己紹介をしてから、研究に臨むのである。その意味で、
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質的研究において研究者は研究を妨げる要因ではなく、重要な利害関係者である。 

研究結果の報告の面でも、質的方法は量的方法とかなり違う。量的方法はほとんど論文形式

で研究結果を報告するのに対して、質的方法は論文形式だけではなく、ドキュメンタリ映画・

演劇・写真など、多様な媒体を用いる。また文字媒体といっても、意味を解釈するためには状

況やコンテキストを分厚く記述しなければならないがゆえに、質的研究の報告書は長くなる場

合が多い。執筆のスタイルにおいても、決まったフォーマットがある量的方法とは違って、質

的方法の研究者には一人の創作者としての自由がかなり許容されている。想定する読者層にお

いても、同じ研究分野の研究仲間だけではなく、一般大衆までも念頭に置いておく場合が多く、

読者層がかなり広い。それだけ、質的研究者には、研究者としての能力だけではなく、素人も

読み切れるように書ける執筆力が強く求められているのである。 

 

２．マネジメント論の開拓期：質的研究との高い親和性 

 

研究方法から眺めてみると、マネジメント論の歴史は量的研究が質的研究を駆逐してきた歴

史と言えるかもしれない。マネジメント論において定評のある学術誌（Administrative Science 

Quarterly）に 1956 年から 1995 年まで掲載された論文を研究方法の面で分類している Van 

Maanen（1998）によると、1950-60 年代にはほぼ均衡をなしていた量的研究と質的研究の割

合が、1980-90 年代となると量的研究が全体の 83％を占めるようになり、量的研究がすっかり

メインストリームとして定着していることが伺える。しかし、マネジメント論の開拓期は違っ

ていた。マネジメント論は質的方法と非常に親和的だったのだ。ここでは、マネジメント論の

古典とも言うべき研究を研究方法の側面からレビューしながら、この点を明らかにする。 

 

１）「仕事」のマネジメント（Taylor）と「組織」のマネジメント（Fayol） 

今やマネジメント論といえば、もっぱら大学で教鞭をとっている学者たちの専有物となって

いる。その一方で、マネジメントの第一線で活躍している実務家たち（practitioners）は、学

者たちにとってただの研究対象者（subjects）にすぎない。要するに、研究の世界と実務の世

界とがはっきりと分かれているのだ。しかし、マネジメント論の開拓期には違っていた。マネ

ジメント論を切り開いたパイオニアたちのほとんどは、実務家であった（Koontz, 1961; Wren, 

1995）。経済学や社会学、人類学、心理学など、他のほとんどの社会科学が学者たちによって

学問の基礎が固められたことを考えると、これはマネジメント論の際立つ特徴の１つともいえ

る。 

マネジメント論のパイオニアたちは、研究者でもあった。実務の傍ら、彼らは経験（experience）
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や内省（reflection）、参与観察（participant observation）を通じて、マネジメントの背後に

潜んでいる一般法則や原理・原則の発見に熱心だった。それだけではない。パイオニアたちは

執筆や講演、コンサルティング活動を通じて、自ら発見したマネジメントの一般法則を世の中

に広めることにも情熱を燃やしていた。彼女・彼らは、今時の言葉で言うとインフルエンサー

でもあったのだ。開拓期に１人３役をこなした代表的な人物といえば、テイラー（Taylor, 1911）

とファヨール（Fayol, 1916, 1949）を挙げることができよう。 

絶賛と厳しい批判を同時に受けているテイラーは、人類歴史上はじめて「仕事」の科学化に

全生涯を捧げた人物である。テイラーは、裕福な家庭の出身でハーバード大学の法学部に合格

するものの、なぜかモノづくり現場の労働者としての道を選ぶ。自ら書き残りしている『科学

的管理法（Taylor, 1911）』によると、彼はひな型製造工や機械工の見習いを務めた後、1874

年にアメリカのミッドベール・スチールの機械工場で日雇い労働者としてキャリアを始める。

働き始めてからすぐ、テイラーは当時アメリカのモノづくり現場の効率の悪さに気づく。そこ

で、改革の意志を固めたテイラーは、部下たちと対立をしながらも試行錯誤の末、仕事を最も

効率よくこなせる唯一最善の「仕事のマネジメント」における一般法則にたどり着く。４つの

原理・原則で成り立っている科学的管理法がそれである（蔡, 2015a; Taylor, 1911）。 

テイラーとともにマネジメント論の開拓期に大きな足跡を残したファヨール（Fayol, 1916, 

1949; Freminville, 1927）は、フランスの鉱山専門学校を卒えてエンジニアとして鉱山会社に

入職する。入職してからは順調にマネジャーへと昇進していく。マネジャーになってからは、

組織の成功と失敗は技術的な優位よりは、マネジメントの良し悪しによって左右されることを

悟る。47 才には生え抜きで最高経営責任者（CEO）に就任し、破産寸前の会社を危機から救

い出す。その後、約 30 年間も CEO として活躍したことから、組織を末端から見上げたテイラー

とは違って、ファヨールは組織を頂点から見下ろし、マネジメントの５つの機能や 14 の原則

など、「組織のマネジメント」における一般法則や原理にたどり着く（Fayol, 1916, 1949; 佐々

木, 2011; 高橋, 2004）。 

このように、マネジメント論の開拓期に活躍した最重要人物の２人は、実務家としての顔と

研究者としての顔を同時に持っていたのだ。現場は
．．．

、2
．
人にとって「実践の場」であり
．．．．．．．．．．．．．．

、「研究
．．．

の場」でもあった
．．．．．．．．

。実際、2 人が生涯にわたって行ったことは今時の言葉で言うと、現場の人々

とともに現場が抱えている諸問題を解決する「アクション・リサーチ（action research, 

Greenwood ＆Levin, 1998）」だった。その意味で、少なくとも２人が活躍していた時代には、

現在、『経営学の危機（Tourish, 2019）』をもたらしている重要な要因の１つとして指摘されて

いる「理論と実践の深刻な乖離」は、なかった。 

ところで、２人の書物には、量的方法の定番であるアンケート調査も、仮説を検証するため
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の洗練された統計分析も存在しない。２人は、状況を全く排除しない現場での簡単な実験に加

え、実務家としての長い経験、マネジメント現場に対する綿密な観察、自分の経験と観察を覚

書やメモなどで書き残しておいて時間が経ってからの回顧的な内省（retrospective reflection）、

現場の人々とのインタビューなど、主に質的方法を通じて「そこにある」経営問題の解決に努

め、帰納的に仕事と組織のマネジメントにおける一般理論を見つけている。その意味で、２人

にとってマネジメント現場はマネジメントの実践の場であると同時に、研究の場でもあり、２

人は現場でエスノグラフィー研究を行っていたといってもよいであろう。 

執筆の面においても、２人は質的方法にかなり親和的だった。２人は、今では考えられない

一人称で、告白的なスタイルの書物を書き残している。テイラーは『科学的管理法（Taylor, 1911）』

の第４章に「私の職業経歴」というタイトルを付けて自分の経験を一人称で告白的に書いてい

るし、ファヨールも『産業ならびに一般の管理（Fayol, 1916, 1949）』を計画する段階では第３

部に「個人的な観察と経験」というタイトルを付けている。残念なことに、ファヨールの第３

部は出版されることはなかった。しかし、タイトルから、ファヨールが個人的な観察と経験を

一人称で回顧的に書こうとしたことは十分予想できる。一方、２人は、自ら発見した一般原理・

原則を世間に広めたいという一心で、一般読者向けに平易に書いている。このように、２人は

自らの経験と経験に対する回顧的な内省、参与観察といった質的方法を用いて「そこにある」

経営問題の解決するアクション・リサーチを行いながら、帰納的に仕事と組織のマネジメント

における一般原則にたどり着いているのだ。 

 

２）「人」のマネジメント（Mayo） 

マネジメント論の質的研究との親和性は、開拓期に行われた重要な研究の 1 つであるホーソ

ン研究でも受け継がれている。科学的管理法と同じく、絶賛と厳しい批判とが共存しているホー

ソン研究（蔡, 2015b; Gillespie, 1991; Wren, 1994）は、1924 年から 1932 年までアメリカの

シカゴ郊外にあるホーソン工場で行われた一連の研究を指す。ホーソン研究は当時のアメリカ

電器産業の思惑を反映し、照明の明るさと生産性との関係を究明するために始まった（蔡, 

2015b）。つまり、テイラーとファヨールとは違って、ホーソン研究は研究そのものが目的だっ

たのだ。 

ほぼ 2 年間も続いた照明実験だが、照明の明るさと生産性との関係を特定できず、失敗に終

わる。しかし、この失敗は結果的には美しい失敗となる（蔡, 2015b）。なぜなら、失敗を受け

て研究が打ち切られたどころか、むしろ次々と新しい研究がほぼ８年間も続き、最終的には「組

織の中で人間の発見」、言い換えれば、人間の心理的・社会的・精神的な要因が人々の生産性に

深く関わっている可能性が浮き彫りとなったからである。「仕事のマネジメント」と「組織のマ
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ネジメント」に続き、「人のマネジメント」がやっと誕生したわけで、これでマネジメントの３

本柱は完成する。 

ホーソン研究と言えば、メイヨー（Mayo, 1933）を中心としたハーバード大学のイメージが

すっかり定着している。それもそのはずだ。活発な執筆活動を通じてホーソン研究を世の中に

知らしめたのが、メイヨー教授とその教え子たちの Roethlisberger と Dickson（1939）だから

だ。しかし、このイメージは必ずしも正しいとは言えない。なぜなら、ホーソン研究は、当時

ホーソン工場で務めていた３人の実務家、具体的に現場管理者だった Stroll、Stroll 部下で MIT

卒業生だった Pennock、その部下だった Hibarger の３人抜きには考えられないからだ（蔡, 

2015b; 大橋・竹林, 2008；Wren, 1994）。特に Pennock の関わりは深く、部下の Hibarger と

ともに照明を月光のレベルまで落とした月光実験など、いくつかの独自の実験を実施している。

また、研究のかなり早い段階から照明以外の要因が生産性に影響する可能性に気づき、照明実

験の失敗で研究の続投が危ぶまれた時にその続投を主張したのも Pennock と Hibarger の 2 人

だった。これらの３人の実務家の好奇心と研究への並々ならぬ情熱がなかったとすれば、ホー

ソン研究はとっくに葬り去られ、人のマネジメントの誕生はかなり遅れたに違いない。要する

に、ホーソン研究は、学者たちの単独作品では決してなかった。それは、実務家たちとのコラ

ボ作品だったのだ。 

初期のホーソン研究は自然科学において定番の研究方法である実験を、労働現場における一

般法則を発見するためにそのまま持ち込んだ。この実験を設計したのは、理工系の研究者たち

だった。照明実験は MIT 電気工学部の専任講師だった Snow が、ホーソン研究で最も重要と

されている継電器組立実験も同じく MIT 生物学・公衆衛生学部の教授だった Turner が実験を

設計している。当然、ホーソン研究で行われた実験は、自然科学の実験とごく類似している。

ただ、決定的に違いが１つある。それは、ホーソン研究は状況要因を排除して人為的に作った

実験室ではなく、人々が現実に働いているモノづくりの現場、つまり、「そこにある世界」で行

われたという点である（Schwartzman, 1993）。 

今やホーソン研究のアイコンとなっているメイヨー教授が登場するのは、研究がちょうど中

盤に差し掛かっていた 1928 年ごろだった。メイヨーが登場してから、ホーソン研究はかなり

変わる。まず、MIT の理工系の研究者たちの面影はなくなる一方で、ハーバード大学の心理学

者や人類学者たちが前面に登場する。研究の焦点も変わってくる。メイヨーが心理学者という

こともあり、照明などの物理的な環境や労働条件から、人間の心理的な要因へと焦点が変わる

こととなる。研究方法も、大きく変わる。自然科学の実験モデルから脱皮し、インタビューと

参与観察といった質的研究の色彩を強く帯びていく（佐藤, 2010; Schwartzman, 1993）。 

インタビュー調査は 1928 年 9 月から 1931 年初めの頃までの約 2 年半にかけて、約 30 名の
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インタビュアーが当時ホーソン工場で働いていた約 2 万人を相手に実施された。途方もない人

数である。このインタビュー調査から、働く人々の強い仲間意識や自分の所属している集団に

留まりたいという願望が浮き彫りになる。このインタビュー結果を踏まえ、ホーソン研究の最

後の研究である Bank Wiring 観察研究が始まる。1931 年 9 月から翌年の 5 月まで行われ、組

織の中で非公式的集団の発見につながったこの研究は、2 つの側面でホーソン研究としては珍

しい。1 つは、ホーソン研究としては珍しく女性ではなく、男性 14 人が参加しているという点

である。もう 1 つは研究方法における違いで、理工系の研究者が設計した実験ではなく、当時

ハーバード大学の人類学者 Warner の助言を受けて人類学で行われていたフィールド・ワーク

が用いられているという点である。実際、この研究では、個々人の生産性に関する細かい記録

やインタビューだけではなく、仕事仲間集団に関する細かい参与観察が行われている。そこで、

ホーソン研究は、組織で働く人々を対象とした「組織エスノグラフィー（organizational 

ethnography）」のパイオニア的な研究で（Schwartzman, 1993: 6）、その発祥の地とも言われ

ている（佐藤, 2010）。 

 

３）マネジャーの役割（Mintzberg） 

ホーソン研究後、マネジメント論の研究において実務家の姿はすっかり消えてゆく（Koontz, 

1961: 174）。しかし、参与観察に基づくエスノグラフィー研究はしばらく続く。銀行員の仕事

を記述している Argyris（1954）の研究と、マネジャー（正確には CEO）の仕事を記述してい

るミンツバーグ（Mintzberg, 1973）の研究は、そのよい例であろう。中でミンツバーグの研

究は、マネジメント論における古典として確かな地位を確立している。 

父親が社長だったこともあり、ミンツバーグは幼いごろからマネジャーの仕事に興味を持つ

ようになる。６歳の子供の目に親の仕事はとらえ所のない、不思議な仕事のように映ったよう

だ。機械工や清掃員、医者、弁護士などはその人が職場で何をやっているかがすぐイメージで

きるのに対して、「父といえば、ただオフィスに腰を据えて、ときどき来る手紙にサインをした

り、会議をしたりして」おり（Minzberg, 1973: ⅲ）、父がやっている仕事のイメージがなかな

か掴めなかったのだ。大学院に進み、彼は博士論文のテーマとして「マネジャーはいったい何

をしているのか」を選ぶ。彼の目的は、ぼんやりとしか知られていないマネジャーの仕事の実

態を究明し、それを素直に記述することだった。 

この目的を達成するために彼がとった方法は、「構造化された観察（structured observation）」

だった（Mintzberg, 1970）。具体的に、５名の CEO を対象に一人当たり一週間ずつ割り当て、

出勤して秘書さんに挨拶をしてから帰宅するまでの全てをこまめに観察した。そして、その観

察に基づき、時間記録、手紙の記録、対面・非対面でのコンタクト記録を作り、それを分析し、
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マネジャーが日々行っている役割を明らかにしている。５名の CEO たちに対する自らの参与

観察に加え、ビズネス界の上級及び中間管理職の日誌研究、不良少年団のリーダーや病院経営

者及び生産工程監督などに対する観察、アメリカ大統領の執務記録の分析、職長の仕事から抽

出した活動などに関する既存研究を踏まえてまとめたのが、今や古典となっている『マネジャー

の仕事（Mintzberg, 1973）』である。 

このように、ミンツバーグは明らかに参与観察というエスノグラフィー研究を通じて、マネ

ジャーの仕事を明らかにしている。自らも、マネジャーはあまりにも忙しく、その仕事は多様

で複雑であるがゆえに、マネジャーの仕事に関する研究はアンケートやインタビュー、日記と

いった間接的な方法に依存してはいけず、直接的な観察が最も有効であると宣言している。そ

して、彼が博士論文を書いているときに既に流行っていた質問紙に基づいている量的研究の単

純さに警鐘を鳴らしてもいる（Mintzberg, 1973：X）。 

 

既にほぼ一世紀が過ぎているにもかかわらず、ここで取り上げた４人のマネジメント論への

影響力は衰えることはない。４人が書き残している書物は今や経営学の古典としての地位を確

立しているわけだが、研究方法の面では全ての研究が質的方法に基づいている。つまり、現場

の人々と一緒に生活しながら、「そこにある世界（仕事のやり方、組織のマネジメント、非公式

集団の動き、マネジャーの仕事など）」を内部者の視点で描いているのだ。参与観察に基づくエ

スノグラフィー的な研究がなかったとすれば、現在のマネジメント論の教科書はかなり貧弱な

ものとなっているに違いない。 

 

３．エスノグラフィー 

 

１）黄金時代のエスノグラフィー 

マネジメント論の開拓期に主要な研究方法だったエスノグラフィーは、「民族記述誌」、ある

いは「民族誌」と訳されている。この訳を聞くと、なぜか私は、伝統的な文化や生活様式を固

く守りながら世界の僻地で孤立してひっそりと暮らす異民族や部族を思い浮べてしまう。しか

し、インターネットで世界が蜘蛛の巣ようにつながっている現代のグロバール社会において、

文明から完全に孤立して生活する異民族など、果たしてあるのだろうか。さらに、民族誌と聞

かれると、マネジメント論とは全く無縁のようにも思える。これらが、私がこの訳に強い違和

感を覚えている理由である。 

しかしながら、エスノグラフィーの歴史をたどってみると、私のこの違和感はすぐなくなる。

なぜなら、エスノグラフィーは、1）ヨーロッパのいくつの国々が植民地を確保するために激
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しく競争していた 19 世紀を時代背景に、2）「文化とは、①特定の集団（異民族や部族）で共

有されている、②個人の外部に実在するもので、③他の文化とは境界がはっきりしているがゆ

えにアウトサイダーがすぐ識別できるものである」という前提のもとで、3）ヨーロッパ（以

降、北米を含む）出身の、主に白人男性（白人女性は数少ない）の人類学者たちが、4）ヨー

ロッパ人以外の「他者（the others）」、例えばヨーロッパ文明から遠く離れた太平洋の島に住

んでいる「原住民（ethno）」のところに出向き、5）長期にわたって原住民とともに生活しな

がら（参与）、6）アウトサイダーの立場で客観的で中立的な視点で原住民の生活様式や家族関

係、儀式などを細かく観察・メモし（観察）、7）研究が終わるとそのフィールドから引き揚げ、

自分の生まれ育った欧米社会に戻ってきて、8）机の前に座り、異民族の存在すら知らない欧

米の読者向けに、9）内部者である原住民の視点（their points of view, 正確にはアウトサイダー
．．．．．．．．．．．

である人類学者が原住民の視点だと思う視点
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

）でその異文化を記述（graphy）して出版すると

いう、文化人類学を中心として発展してきたからである（Angrosino, 2007；Denzin et al., 2024; 

Denzin & Lincoln, 2000；Erickson, 2024; 藤田・北村, 2013；Tedlock, 2000；Vidich & Lyman, 

2000）。この歴史がエスノグラフィーに民族記述誌や民族誌という訳が当てられた所以であろ

う。 

1920 年代になると、エスノグラフィーは都市エスノグラフィーへと拡張していく。その中心

を担ったのは、シカゴ大学の社会学者たちだった。彼らは、人類学で使われていたエスノグラ

フィー的な方法をシカゴ地域に形成されている多様な都市共同体（例えば、イタリアやポーラ

ンドから移民共同体、ユダヤ人のコミュニティー、麻薬中毒者や売買をする人々など）の研究

に持ち込んだ。その後もエスノグラフィーは、教育学や女性学、カルチュラル・スタディーズ、

社会心理学、看護学、経営学など、多様な学問分野で広く受け入れられるようになる（Erickson, 

2024; Tedlock, 2000; Vidich & Lyman, 2000）。最近は、SNS などの普及により、エスノグラ

フィーはサイバー・スペース内に形成されるバーチャル・コミュニティの研究にも用いられて

いる（Angrosino, 2007）。要するに、今やエスノグラフィーはヨーロッパ人から見た他者たち

に関する研究から明らかに脱皮しているし、人類学者と社会学者たちの専有物でもなくなって

いるのだ。 

多様な学問分野で受け入れられているエスノグラフィーには、2 つの側面がある（藤田・北

村, 2013 ; Tedlock, 2000）。１つは、調査方法の側面でのエスノグラフィーである。エスノグラ

フィーは、研究者が他者たちの生活する空間である研究現場に直接に参与し、彼女・彼らを綿

密に観察するフィールド・ワークを基本とする。もう１つは、記述の側面、つまり、『文化を書

く（writing culture, Clifford & Marcus, 1986）』側面でのエスノグラフィーである。フィール

ドから戻ってきた研究者は、自ら書き留めて置いたメモなどに頼りながら、他者たちの文化を
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内部者の視点で再構成する執筆の作業に入る。エスノグラフィーにおける執筆作業は、発見事

実をドライな文体で淡々と記述する他の研究方法とは違って、一種の文学的な色彩を強く帯び

ている（Angrosino, 2007; Clifford & Marcus, 1986; Van Maanen, 1988）。要するに、エスノ

グラフィーにおいて執筆作業は、科学を超えた芸術的な側面を強く受け持っているのだ

（Angrosino, 2007:18）。 

マネジメント論において量的方法がマネジメント論のメインストリームとしてすっかり定

着するにつれ、組織で働く人々や組織そのものを対象としたエスノグラフィー研究、つまり、

組織エスノグラフィー研究への関心は次第に薄れてゆく。既に触れた Van Maanen（1998）の

分析によると、マネジメント論の開拓期とは打って変わってマイナーな研究方法に追いやられ

た質的方法の中でも、主流はあくまでケース・スタティで、エスノグラフィーの論文の数がケー

ス・スタティのそれを上回ったことは一度もなかった。パソコンの発達で研究者が大量な数値

データを手軽く処理できるようになる 1966 年から 1985 年までの 20 年間が特に悲惨だった。

なんと掲載されたエスノグラフィー研究はたったの 11 件にすぎなかったのだ。1980 年代に入

ると、一時期に流行した組織文化論の影響もあり、組織エスノグラフィー研究に対する関心は

確かに高くなる（佐藤, 2010; Schwartzman, 1993）。しかし、エスノグラフィーは決してマネ

ジメント論のメインストリームの研究方法として定着することはなかった。 

ケース・スタディに比べても数は少ないものの、組織エスノグラフィー研究がなかったわけ

ではない（例えば、Pandeli et al., 2022; Ybema et al., 2009）。中で興味深い組織エスノグラ

フィー研究としては、自ら警察官となり新人の組織社会化を取り上げている Van Maanen

（1975）の研究、アメリカのハイテク企業での参与観察をベースに組織文化の形成と維持を取

り上げている Kunda（1992）の研究、高い知識・スキルを持って組織と交渉するインディペ

ンデント・コントラクトたちを取り上げている Barley & Kunda（2004）の研究をあげること

ができよう。一方、自らがエスノグラフィー研究とは宣言してはいないものの、人生初めてマ

ネジャーとなった人々の苦悩を描いている Hill（2019）の研究と、大企業で社内ベンチャーの

発展過程を描いている Burgelman & Sayles（1986）の研究はともに参与観察に基づいており、

組織エスノグラフィーといっても差し支えはないだろう。 

 

２）エスノグラフィーの危機 

Erikson（2024: 39）によれば、1920 年代の中盤から 1950 年代の初期までは、リアリスト・

エスノグラフィーの黄金時代だった（以下、黄金時代）。南太平洋の島々に出かけた人類学者で

あれ、シカゴの都市共同体に入り込んだ社会学者であれ、黄金時代を築き上げた欧米白人男性

研究者たちは、量的方法の研究者と同じく、客観性と中立性を何より重んじていた（Erickson, 
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2024; Giardina & Donnelly, 2024）。これらの研究者たちは、参与観察という方法を身に着け、

現地で発見した事実を客観的に記録さえすれば、原住民や都市共同体の人々を歪みなく正確に、

ありのままの姿や真実に近づけると信じていたのだ（藤田・北村, 2013）。しかし、第２次世界

大戦が終わると、黄金時代のエスノグラフィーの雲行きは怪しくなり（Erickson, 2024）、1980

年代に入ると厳しい批判の嵐が巻き起こり、「エスノグラフィーの危機」とまで言われるように

なる（Denzin & Lincoln, 2000; Erickson, 2024）。 

エスノグラフィーの危機の背景には、人類学や社会学の内部から黄金時代に行われた研究に

対する厳しい批判だけではなく、黄金時代には研究協力者の役割しか与えられず、欧米の白人

男性研究者たちに一方的に描かれ、声を奪われてきた他者たちがエスノグラフィーに本格的に

参戦した事実がある。実際に、戦後になると、アジア人などの欧米以外の研究者、黒人研究者、

女性研究者、少数民族やネイティブ・インディアンなど原住民出身の研究者、同性愛者の研究

者、混血の研究者など、これまで「他者」にすぎなかった人々がエスノグラフィーに積極的に

参戦する（Erickson, 2024; Giardina & Donnelly, 2024; Tedlock, 2000）。これら新しく参戦し

た研究者たちは、ポスト構造主義、ポストモダン思想、ポストコロニアリズム、フェミニズム、

批判理論など、社会科学における新しい潮流や思想、理論で武装し（Denzin & Lincoln, 2000; 

Giardina & Donnelly, 2024; 藤田・北村, 2013）、欧米白人男性が主導してきた黄金時代のエス

ノグラフィーに厳しい批判を行うこととなる。黄金時代のエスノグラフィーに向けられた批判

は、大まかに次の 2 つにまとめることができよう。 

１つは、参与観察の正確性と客観性、データの解釈をめぐる批判である。中立で客観的な真

実というものは、同じ場所で同じ参与観察を行った場合、概ね同じ内容のエスノグラフィーが

出来上がることを意味する。しかし、現実に起きたのは、2 人の研究者が同じ都市共同体に出

向き、同じ参与観察でデータを収集したにもかかわらず、１人は非常に平和な都市共同体を発

見したのに対して、もう１人は緊張や不安、怒りに満ちた都市共同体を発見する（Erikson, 

2024）。つまり、全く相反する 2 つのエスノグラフィーが出来上がってしまったのだ。また、

マリンスキーやミードなど、エスノグラフィーのヒーローとして崇められてきた大御所の研究

者たちの著作さえも、原住民の話を額面通りに受け取ってしまい結局は騙されてしまったり、

記述の内容やその解釈が原住民によってことごとく否定されたり、事実が誇張されたりするな

ど、その正確さが次々と問われるようになる（Erickson, 2024）。さらに、新しくエスノグラ

フィーに参戦したネイティブ研究者たちが自ら自文化を研究するようになると、欧米の白人男

性研究者たちが下した解釈とは全く異なる解釈を示すようにもなる。これらの批判は、中立的

で客観的な立場に立って物事を内部者の視点で把握しようと努めた黄金時代の研究者たちが、

参与観察の際に自分たちが見たいことだけを見たか
．．．．．．．．．．．．．．．．

、原住民たちに騙されたか
．．．．．．．．．．．

、内部者の視点
．．．．．．
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をとらえきれなかったか
．．．．．．．．．．．

のいずれかを意味することに他ならない。 

もう１つの批判は、記述の側面、つまり、「文化を書く」側面での批判である。1980 年代に

入ってくると、黄金時代のエスノグラフィーに批判的な人々は、黄金時代のエスノグラフィー

が西洋の特権的な権威を前提に、権力関係の面で上に立っている欧米の男性研究者が権力関係

の面で受け身的な非西洋の原住民や都市共同体の文化をまるで絶対的な真実を発見したかのよ

うに上からの目線で一方的に描いてきたことに気づく（Clifford, 1986; Denzin & Lincoln, 

2000）。いわゆる、「表象の危機（crisis of representation, 言い換えれば「描き方」における

危機）と言われているものである。参与観察の時に見たいものだけを見た研究者たちが、フィー

ルドから戻ってきてからは机の前に座ってフィールドで自分が経験したことの断片をつなぎ合

わせて物語を作っていくわけだが、その際に研究者の立ち位置（positionality）、研究協力者た

ちとの権力関係、研究者の視点や価値観などが反映された言葉や表現を意図的に取捨選択し、

恣意的に書いてしまう傾向があるという認識が広まったのだ。これは、例え参与観察で同じ現

象を目撃し、同じフィールド・ノートをつけても、出来上がってくるエスノグラフィーは書き

手が誰なのかによって全く異なる可能性を強く示唆する。所詮研究者は客観的で中立的な立場

には立てないわけで、研究者は結局のところ自分たちが書きたいことだけを書くのだ
．．．．．．．．．．．．．

。挙句の

果てに、権力関係の面で弱い立場にある原住民や都市共同体の住民のチェックも受けず物語が

出版され、せっかく協力してくれた研究対象者に対する偏見や害を及ぼすケースさえも出てく

る（Erikson, 2024）。しかも、出版された物語を読むのが主に欧米の白人の読者で、例えば東

洋と言えばオリエンアリズムが、日本文化と言えば忍者やサムライ、ケイシャのようなイメー

ジや表象がまるで絶対的真実かのように欧米社会に広まり、独り歩きしてしまう。 

観察の面での批判であろうと記述の面での批判であろうと、根底には研究対象者の他者では

なく、研究する側である研究者がいる！研究サイトの選定からグラフィーの完成まで、黄金時

代のエスノグラフィー研究者たちが首尾一貫して中立的で客観的な立場を貫こうと格闘したこ

とには疑いの余地がない。しかし、研究者も所詮生身の人間であり、自分が生まれ育った社会

によって与えられた特定の立場性から逃れることはできない。それが故に、参与観察の際にも、

執筆の際にも、研究者の立場性や権力関係における非対称性、研究者の価値観や視点、イデオ

ロギー、拠って立つ理論など、研究者の主観が入り込んでしまい、結果的に研究者が見たいこ

とだけが、研究者が書きたいことだけが物語として世の中に出回る。これは、エスノグラフィー

が科学的な研究データというより、１人のエスノグラフィー研究者が生み出した創作物の性格

を強く持っており、エスノグラフィーの研究者は絶対的真実に到達することはできず、所詮い

くつかの「部分的真実」にしか到達できないことを意味する（Clifford, 1986）。 

これらの批判が勢いを増すにつれて、エスノグラフィーの権威も危機的な状況に陥り
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（Denzin & Lincoln, 2000; Erickson, 2024）、エスノグラフィー研究者の肖像画も様変わりす

る。わざわざ未開地まで足を運び、現地人に同情的でありながら（参与の側面）、長期にわたっ

て不便をものともせず客観的で中立的な観察を貫き（観察の側面）、自ら発見した新しい文化を

欧米の読者に文学的な描写で面白おかしく語ってくれる（記述の側面）、権威ある参与観察の

ヒーローという黄金時代のエスノグラフィーの研究者の肖像画は、「迷惑をかけては世辞を言わ

ない人物、部族の物語りを持ち逃げして何も返さず、繊細な人々に粗略な肖像を押し付けるだ

けの野心に溢れた研究者、または洗練されたインフォーマントたちに騙されやすいお人よしと

して仕えてしまう研究者」へと描き換えられてしまうのである（Clifford, 1986: 16）。 

 

４．自己エスノグラフィー（Autoethnography） 

 

危機は機会とも言われている。エスノグラフィーの危機がまさにそうだった。危機は決して

エスノグラフィーを崩壊に向かわせることはなかった。むしろ逆で、フェミニスト・エスノグ

ラフィー、ネイティブ・エスノグラフィー、チーム・エスノグラフィー、批判的エスノグラフィー、

ナラティブ・エスノグラフィー、パフォーマンス・エスノグラフィーなど（Denzin et al., 2024; 

Giardina & Donnelly, 2024；藤田・北村, 2013）、その更なる広がりと繁栄につながるきっか

けとなったのは不思議だ。その背景には、欧米の白人男性研究者たちによって一方的に描かれ

ていた多様なバックグラウンドを持つ「他者」たちが、エスノグラフィーに参戦した事実があ

る。これらの他者たちは、自らが厳しく批判してきたエスノグラフィーから退くのではなく、

むしろ自分たちの物語を世の中に広める手段として積極的に活用するという、大胆で皮肉な選

択をしたのだ。 

現在、多様なネーミングのもとで展開されている「いわゆる」現代エスノグラフィー（藤田・

北村, 2013）には、３つの共通点がある。第１に、エスノグラフィーの持つ２つの側面のうち、

グラフィーの側面が強いという点である。実際、参与観察を伴わず、記述（つまり、文字デー

タ）を分析の主要なデータとして用いる質的方法も「エスノグラフィー的
．
（ethnographic）」

な方法と称されている（藤田・北村, 2013）。きっと、新しくエスノグラフィーに参戦した研究

者たちが、エスノグラフィーの物語的な側面が持つ強さを積極的に活用しようとした結果に違

いない。第２に、黄金時代の反省を踏まえて、研究者の立場性や研究対象者たちとの権力関係、

研究者の価値観や視点などにも敏感であるという点である。第３に、黄金時代とは違って、研

究者が研究対象者の他者を一方的に見るのではなく、その他者に見られ、研究者としての自分

と他者との関係性に絡めとられた自分自身を見つめなおし、自分自身へ折り返すという、自己

内省（self-reflection）や自己再帰性（self-reflexivity）を強調しているという点である（藤田・
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北村, 2013: 30-31）。 

以下で取り上げる自己エスノグラフィー（autoethnography）は、「いわゆる」現代のエスノ

グラフィーの１分野である。Autoethnography という単語から推測できるように、自己エスノ

グラフィーには３つの側面がある（Adams et al., 2022；Jones & Adams, 2024）。まず、「自

己（auto）」、つまり、私（I）を対象とするという側面である（Jackson & Mazzei, 2008）。自

己エスノグラフィーは、他者を研究対象とするのではなく、黄金時代のエスノグラフィーにお

いて最大の問題とされた研究者自らを研究対象とする。要するに、自己エスノグラフィーは、

研究する側と研究される側が同一人物で、1）「研究者として自己（research-based selves, 

Reinharz, 1997）」が、2）歴史的に、社会的に、文化的に「もたらされた自己（brought selves, 

Reinharz, 1997）」を研究対象としてとらえ、3）自己観察（auto-observation, Adler & Adler, 

1994）や自己インタビュー（auto-interview）、記憶や日記、写真などを主要なデータ源とし

て活用し、4）研究者本人の人生経験の中で社会的に文化的に意味のある経験を分厚く記述す

るエスノグラフィーの一種である。この自己という部分こそ、自己エスノグラフィーの際立つ

特徴である。注２ かなり実験的ともいえる「いわゆる」現代エスノグラフィーにあっても研究者

本人を研究対象としてとらえ、研究者の個人的な経験を主要なデータ源として分析するのは自

己エスノグラフィーしかいない。自己エスノグラフィーが、「最も自由で、最も実験的な研究ア

プローチ」と評価される所以であろう（井本, 2013: 104）。異民族などの他者ではなく、研究

者本人が研究対象となるので、自己エスノグラフィーは必然的に、個人的（personnel）で、

主観的（subjective）な特徴を強く持つ。同時に、研究プロセスの中で研究者が必然的に自分

の過去と対峙するがゆえに、回顧的（retrospective）で、自己内省的で、自己再帰性が際立っ

て強い分野でもある（Adams et al., 2017；Adams et al., 2022;  Jones & Adams, 2024）。 

第２は、「エスノ（ethno）」の側面である。自己エスノグラフィーにおけるエスノとは、エ

スノグラフィーでいう他者ではなく、「文化」の意味合いが強い。いくら自己エスノグラフィー

とはいえ、研究者の全ての個人的な経験を取り上げるわけではない。あくまで自分が身を置い

ている共同体や社会、国の信念や価値観、社会構造や慣行、文化が反映されている経験を取り

上げるのだ。その際に問題となるのは、きわめて主観的ともいえる個人の経験を持って、なぜ

我々は社会の価値観や慣行、文化など、よりマクロ的なことについて言及できるのか、という

点であろう。そこには、個人の経験は社会生活（social life）と切り離せないという事実ととも

に（Adams et al., 2017）、文化に対する黄金時代の研究者たちと違った観点が存在している。

黄金時代の研究者たちと違って、自己エスノグラフィー研究者たちは、文化を個人の外部に存

在して個人に一方的に影響を与えるものではなく、個人の内部に具現化（embodied）されてお

り、個人はその運び屋であると認識する。個人は日常生活や他者とのやりとりを通じて文化を
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習得し、その文化を日常生活の様々な場面で表現し、その文化を他人や次世代に伝える存在な

のだ（Chang, 2008）。個人が文化の運び屋だとすれば、きわめて主観的に思われがちな個人の

経験といえども、それは決してただの個人の経験に済まされるわけにはいかない。なぜなら、

個人の経験には、その個人が生きている共同体や社会の歴史的・社会的・政治的・文化的な規

範や価値観、イデオロギー、期待などが深く注入・濃縮・反映されているからだ（Adams et al., 

2017; Adams et al., 2022; Jones & Adams, 2024）。自己エスノグラフィーの研究者たちが、個

人の経験をもって文化を記述できる所以である。 

最後は、「グラフィー（graphy）」の側面である。従来のエスノグラフィーと同じく、自己エ

スノグラフィーも科学的な記述や知識の蓄積への貢献に努めながら、文学的で創造的な物語を

心掛けているという点では同じである。ただ、自己エスノグラフィーならではのいくつかの特

徴もある。まず、個人の人生や経験を取り上げているがゆえに、必然的に１人称の「私」が前

面に出る。第２に、自己エスノグラフィーは、普通だったら見逃しがちな「日常的な経験の瞬

間」を描写・記述したがる。日常は自己エスノグラフィーにとって研究のフィールドであり、

日常で感じることや考えること、聞くこと、見ることは自己エスノグラフィーにとって貴重な

データである。第３に、客観的で理性的な記述よりは、主観的で感情的な記述を心掛ける。黒

人研究者が日常生活の中で人種差別を受けた場合、科学を重んじる研究者であれば自分の経験

を他者化して客観的で理性的に記述しがちだが、自己エスノグラフィー研究者は一人の生身の

人間として人種差別の場面に遭遇した時に自分が感じた主観的な感情を素直に記述する。第４

に、自己エスノグラフィー研究者たちは、自分の個人的な経験が他者（読者）の経験とどこか

で接点を持ちえると思っており、記述において他者との共鳴・共感を重視する。そして、日常

で遭遇する様々な挑戦や苦悩、戦いの中で意味ある生を生きようと格闘する他者との連帯を何

より重視する（Adams et al., 2017; Jones & Adams, 2024）。 

このように、自己エスノグラフィーは、研究者が自分の個人的な経験と対峙しながら、その

経験を自分が生きてきた社会のより広い歴史的・社会的・政治的・文化的な意味や理解へと結

びつけ、読み手が共鳴・共感できる物語を分厚く（Geertz, 1973）書くという、質的研究の１

つの形態である。自己エスノグラフィー研究者たちによると、自己エスノグラフィーは次の５

つの点で研究共同体に貢献できるという（Adams et al., 2022: 4-8）。第１に、自己エスノグラ

フィーは研究者個人の主観的な経験を最も重要なデータとして用いるがゆえに、他の研究方法

では掴みきれない個別で主観的な知識を前面に打ち出せるという点、第２に、人が自分の経験

にどのように意味を与えるかという、意味付け（sensemaking）のプロセスを明らかにできる

という点、第３に、他の研究方法では掴みきれない知識、例えば日常的な出来事に対する周り

の人々の反応や研究者本人が経験する主観的な感情などを明らかにすることで知識の蓄積に貢
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献できるという点、第４に、研究共同体のこれまでの規範（norms）や表現（representation）

のあり方に挑戦しているという点、第５に、読者を惹きつけ、読者から反応を引き出せるとい

う点である。注３ 

自己エスノグラフィーに携わっている研究者たちのこのような強い自己アピール

（auto-promotion）にも関わらず、自己エスノグラフィーは厳しい批判にさらされてきている。

批判の根底には、自己エスノグラフィーが科学の世界、特に実証主義に基づいている量的研究

において不問律となっている中立性と客観性を真っ向から否定し、主観性を前面に打ち出して

いるという点があることは言うまでもない。科学・中立性・客観性に確固たる信念を持ってい

る研究者たちにとって、自己エスノグラフィーは到底受け入れられないアプローチであるに違

いない。自己エスノグラフィーには、果たしてこれを科学と言えるのか、回顧録や自伝とはど

こがどのように違うのか、ただの物語に過ぎないのではないか、科学の生命線ともいえる分析

は一体どこに飛んでしまっているのかなど、その根幹を揺るがす疑問は噴出してきている

（Ellis & Brockner, 2000）。また、エスノグラフィーの研究者たちに向けては、わがままで、

独りよがりのナルシストたちにすぎないという批判もある（Jones ＆Adams, 2024: 422）。 

研究共同体の自浄作用ともいえるこれらの厳しい批判を踏まえると、自己エスノグラフィー

は一時的な流行にすぎず、短命で終わってもおかしくないように思える。しかし、事実は逆で

ある。最初は主にコミュニケーション論に携わっている一部の研究者たちが中心となって行わ

れた自己エスノグラフィーは、今や教育学、人類学、社会学、歴史学、心理学など、多様な分

野へと広がりを見せているのだ（Garance, 2010）。マネジメント論においても例外ではない。

決して活発とは言えないものの、学術誌に「組織の自己エスノグラフィー（organizational 

autoethnography）」の特集号が組まれたり（Boyle & Parry, 2007）、自己エスノグラフィーの

研究を束ねた書籍（Herrmann, 2017）も出版されている。多様な分野へ広がった結果、自己

エスノグラフィーは研究共同体において確かな居場所を確立しつつある。Google Scholar で

autoethnography や自己エスノグラフィーなどのキーワードで検索をかけてみると、数えきれ

ないほど多くの論文や書籍がヒットすることに気づくであろう。また、専門学術誌（Journal of 

Autoethnography）や国際学術大会、特定の学問領域の成熟度を測る１つの尺度ともいえる

Handbook（Adams et al., 2022）と学生たち向けの教科書（Adams et al., 2015）、研究方法に

関する書籍（例えば、Chang, 2008）も存在しており、自己エスノグラフィーは短命で終わる

どころか、勢いさえも見せている。 

自己エスノグラフィーの広がりや勢いの背景には、自己エスノグラフィーの研究共同体への

貢献可能性に加えて（Adams et al., 2022）、仮説検証型の量的研究に対する一部研究者たちの

飽きと懐疑（例えば、松澤, 2002; Tourish, 2019）、ポストモダンなど社会科学における新たな
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潮流、社会科学全般で広がりを見せている質的研究の隆盛、研究者は所詮客観的にはなれず部

分的真実しか掴めないという認識の広がり、非常に主観的と思われる研究者の個人的な経験に

は社会構造や文化などが織り込まれている認識、読者との共感を引き出すうえで物語の持つ強

さへ確信など、様々な要因が絡み合っていると言えよう。 

 

５．考察 

 

ある特定の研究者は、マネジメント論のさまざまある研究領域の中でなぜ特定の研究領域を

自分の専門分野として選ぶのだろうか。研究者というものは滅多に自分の話を書かないので、

その理由は知る由もない。ただ、確実に言えることは、私が専門としている組織行動論の分野

だけを取り上げても、個人の性格や認知、能力や感情、態度や行動、生産性、モチベーション、

リーダーシップ、チーム・マネジメントなど、研究仲間たちが取り組んでいる分野は非常に多

岐にわたっており、研究者間（between researchers）の多様性は非常に高いという点だ。それ

だけではない。リーダーシップ論を専門分野としている研究者であっても、生涯にわたって多

様なテーマで論文を公表しており、組織行動論は研究者個人の内部（within researcher）にお

いても多様性に富んでいる。研究者間及び研究者内部で見られるこの多様性こそ、組織行動論

が多様な木々で構成されるカラフルな森となっている最大の理由であろう。 

しかしながら、研究方法という面からマネジメント論を眺めてみると、カラフルな森のイ

メージは崩れ去る。代わりに、いきなりモノトーンの森がその姿を現す。森の大半を占めるの

は量的研究、中でも質問紙調査で、質的研究はかなり上空から見下ろさない限りではその存在

すら特定できないほどごくわずかな面積しか占有していない。そのわずかな空間に着陸して周

りを見上げても、立っているのは主にインタビューとケース・スタディという２種類の木であ

ることに嫌でも気づく。研究方法の面からみると、マネジメント論は多様性とは縁遠い、画一

的な森なのだ。 

研究者などのプロフェッショナルのキャリアは、昇進を巡る競争ではなく、「中心性

（centrality）」を巡る競争である（蔡, 2007; Van Maanen & Barley, 1984）。研究者は研究共

同体（準拠集団）の中で中心的な地位を勝ち取るために競争しているのだ。問題は、マネジメ

ント論において中心的な地位を築くためには量的方法に長ける必要があることだ。加えて、組

織エスノグラフィーなどの質的研究はどうしても時間がかかり、論文の量産につながりにくい

という現実的な問題が重なる。この２点こそ、マネジメント論の研究者たちのほとんどが、質

的研究が得意とするマネジメントという現象の「理解」より、量的研究を通じた一般法則の発

見に走っている理由であろう。その結果、研究方法の面においてマネジメント論は画一化され
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てしまう。要するに、研究者の文化とその文化的コードをくみ取り、研究共同体の中心に近づ

こうと努力してきた研究者個々人の戦略的行動の積み重ねこそが、マネジメント論をモノトー

ンの森にした主犯なのだ。 

この論文を書きながら、「もしかしたら私はマネジメントという現象を理解もせずに仮説検

証だけに走っている、頭でっかちなやつではないか」という不安に何度も駆られた。論文を執

筆するうちに、社会科学は質的研究が得意とする社会現象に対する
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

理解から出発すべきではな
．．．．．．．．．．．．

いか
．．

、と気づいたからだ。さらに、マネジメントという複雑な現象を真の意味で理解・説明・

予測するためには、研究方法において多様性は必要不可欠で、量的方法を通じた仮説検証型の

研究を重んじるこれまでのマネジメント論の風潮や文化は是正されるべきではなかろうか、と

考えるに至った。一方で、多様な質的方法が存在しているのに、主にインタビューとケース・

スタディに頼っているマネジメント論も再考する必要があると気づいた。そのためには何より、

大学院生たちを対象とする方法論の教育のさらなる充実と、そのあり方に対する吟味は必要不

可欠であろう。研究者の卵たちに、取り組むテーマによって多様な研究方法を使い分ける能力

を身につけさせる義務が我々にはあるのではなかろうか。我々だけでできなければ、人類学や

社会学、教育学、カルチュラル・スタディーズなど、質的研究を多用している他の学問分野と

学際的なコラボレーションをすればよい。 

マネジメント論の歴史は理論と実践との溝を深める一途をたどった歴史である。他の学問分

野と違って、マネジメント論が実務家たちによって学問の基礎が固められたことを踏まえると、

これはとても皮肉な現象である。理論と実践との溝を埋めるために、「証拠に基づくマネジメン

ト（evidence-based management、あくまで研究者主導である！）」などが提案されたものの

（Reay, et al., 2009; Rousseau, 2006; Rynes, & Bartunek, 2017）、溝は一向に埋まる気はしな

い。それもそのはずだ。なぜなら、実務家たちが身を引いてから、マネジメント論の研究はマ

ネジメント現場で何が起きているかよりは、仮説検証を通じてマネジメントの背後に潜んでい

る一般法則や原理・原則の発見を最優先する量的研究に長けている研究者たちによって進めら

れてきたからである。その意味で、我々は失ってしまった実務家たちとの対話やコラボレーショ

ンを取り戻す時期に差し掛かっているかもしれない。 

自己エスノグラフィーはうまく活用さえすれば、理論と実践の溝を埋める１つの手段になり

うる。なぜなら、我々は組織生活の経験のない学部生だけではなく、組織を辞めて大学に戻っ

た博士課程の学生や社会人大学院生（代表的には、MBA）も教育しているからである。豊かな

組織生活の経験を持っているこれらの人々の教育に自己エスノグラフィーを取り入れると、実

践の世界を生き抜き豊富なマネジメントの現場経験を持つ実務家たちと、理論の世界（法則や

原理・原則の世界）で生きてきた学者たちとの間に真剣な対話が生まれ、結果的に理論と実践



－ 24 － 

の融合に役立つ可能性があるのではなかろうか。ただ、この可能性を現実なものとするために

は条件がある。何より、マネジメント論においてヘゲモニーを握っている量的研究者たちの質

的研究に対する包容力と寛容さが必要である。同時に、学生は一方的に教わる存在で、研究者

は一方的に教える存在であるという権力関係から脱皮し、お互いに学びあう存在であるという、

よい平等な権力関係を築く必要がある。この２つの条件が満たされない限り、理論と実践との

乖離の克服はマネジメント論の永遠の課題として末永く語り継がれる可能性が極めて強い。 

所詮部分的真実しか掴めないかもしれないが、今後はより多くの組織エスノグラフィー研究

は必要不可欠であろう。そう考える理由は２つである。まず、現代社会においてはほとんどの

人々が組織に雇われて生計を立ており、「我々の日常（our daily life）」を形作っているのは他

ならぬ「組織生活（organizational life）」だ。当然、組織のとる行動や意思決定は我々の日常

に重要な影響を及ぼす（Schwartzman, 1993）。それが故に、平凡な組織生活を送る中で我々

は日々喜怒哀楽や達成感、自己有効感だけではなく、生きる意味をも感じ取る。それにもかか

わらず、人々が組織の中でどのような日常を送っているのかについて我々が持っている知識は

意外にも少ない。 

もう１つの理由は、近年、組織内で働く人々の日常に大きな影響を及ぼしうる外部環境が激

変している点である。例えば、電気自動車を組み立てる工場で働く皆さんは、『自動車絶望工場

（鎌田, 1973）』で描かれているのと同じ日常を送っているのだろうか。無人化されつつあるコ

ンビニで働くアルバイトの皆さんの日常は、全てを人の手で賄っていた時代の日常とはどのよ

うに違うのだろうか。人工知能によって職を奪われるかもしれないと危機感を抱いている人々

は、パソコンの登場で職場を追われるしかなかった人々と同じ不安を感じているのだろうか。

このように、近年の環境変化は、人々の日常を根本的に変えてしまい、従来のフレームワーク

では説明しきれないところがあるかもしれない。変化の激しい今だからこそ、変化にどのよう

に対応すればいいかを巡って右往左往している人々のありのままの姿や日常を組織エスノグラ

フィーで捉える必要があるのではなかろうか。多くの組織エスノグラフィーが出版されて部分

的真実が積み重なると、例えば組織コミットメントというテーマで山ほど行われた量的研究を

まとめるメタ分析（Mathieu & Zajac, 1990）と同じく、我々はこれらの部分的真実をつなぎ

合わせ、組織で働く人々の日常の全体像をより的確に把握できるようになるのではなかろうか。

すると、我々は、組織で働く人々が直面している諸問題に対してより質の高い解決策を見つけ

られるのではなかろうか。 

せっかく自己エスノグラフィーについても触れたので、最後は私の自己内省
．．．．．．

を持ってこの論

文を締めくくりたい。客観性を重視しながら仮説検証型の研究に邁進する研究仲間たちにとっ

て、自己エスノグラフィーは、「非科学的で、予備調査的、主観的で、理論的でもなく、科学で
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もなく、フィクションを書いているだけだ」という、質的方法によく向けられている批判

（Denzin et al., 2024: 11-12; Denzin＆Lincoln, 2000: 8-9）がぴったり当てはまる分野のよう

に思えるに違いない。当然の反応であろう。実は、私もそうだった。 

何年か前のことである。某学会で全く面識のない女性の社会学者が、聞いたことすらない質

的方法について発表をしていた。科学と客観性と量的研究に確固たる信念を持っていた当時の

私は、正直、理解できなかった。どう考えても当時の私には、その発表が主観的すぎて、研究

の再現性や妥当性・信頼性をどのように担保できるか、甚だ疑問だった。「この発表者は一体何

を考えているのか、こんな偽科学を勉強するためにわざわざアメリカにまで留学しに行ったの

か」と、思ってくらいだった。あまりにも受け入れがたかったので質疑応答の時間に、マネジ
．．．

メント論
．．．．

の花型である量的研究者の立場から
．．．．．．．．．．．．．．．．

（つまり、私の立場性
．．．．．．．．．

）、やや上からの目線で
．．．．．．．．．

、偉
．

そうに
．．．

、少しの軽蔑も込めて
．．．．．．．．．

、集まっているほとんどの仲間たちが私と同じ思いをしているに
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

違いないと思い
．．．．．．．

、意気揚々と
．．．．．

質問をした。「この方法って、科学と言えますか、客観性はどのよ

うに担保できますか、研究の信頼性と妥当性はどのように担保しますか、何のためにこのよう

な研究をしますか、この研究は何の役に立ちますか」、といった趣旨の質問だったと記憶してい

る。 

そんな私が、少し変わったような気がしている。「いわゆる」現代エスノグラフィーとその

最も実験的な形の１つである自己エスノグラフィーをレビューしながら、私は研究者として研

究に臨む姿勢を問われているような気がしてならなかった。まず、研究者として広い視線を持

つべきであることに気づいた。マネジメント論は量的方法だけが全てではない。多様な質的方

法で迫ることができるのだ！第２に、研究者として寛容の必要性も気づいた。科学は仮説検証

型の研究だけでは済まされない。仮説検証以外の研究に対して、我々は寛容である必要がある！

第３に、一般化可能性や妥当性、信頼性だけが良い論文を判断する基準ではないことにも気づ

いた。研究方法が違ってくると、良い論文の判断基準も違ってくる！最後に、何より研究者と

して謙虚であるべきことに気づいた。いくら私が中立的で客観的な立場を貫こうと努力しても、

所詮私は自分のバックグラウンド、自分の立場性、自分の好み、成長過程で何気なく身につい

てしまった価値観やイデオロギーといった主観から逃れることはできない。所詮、私は部分的

真実しか描けない研究者なのだ！ 

某学会の話に戻る。質問を受けたその研究者はきっと、「またもや！これまで飽きるほど聞

かされた同じ批判ね・・・」と考えたに違いない。それにもかかわらず、丁寧に、一所懸命に

説明してくださったあの研究者には心から敬意を表するとともに、この場を借りて心からお詫

びをしたい。そして、何の合理的な根拠もなく、ただ量的方法に携わっているだけで上からの

目線で見下すかのような質問をしてしまったことを心底後悔している。いい歳をしていて、「マ
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ネジメント論を学ぶ理由は公平で良いマネジャー
．．．．．．．．．．

（fair and good manager）になるためだよ」

と教えてきた人間としては、恥ずかしくてこの世の中から消えてしまいたい気持ちにもなる。 

 

注 

1) このパラフラフは、Ellis & Brockner（2000）から大いに触発された。 
2) 研究者が自分の物語を綴る自己エスノグラフィー的な記述はリアリスト・エスノグラ

フィーの時代にも行われており、決して新しいとは言えない（Erickson, 2024；Vidich & 
Lyman, 2000）。実際、Autoethnography という用語は 1970 年代の後半、Hayano（1979）
が既に造語している。しかし、少なくとも 1980 年代まで自己エスノグラフィーは、主に

研究者が自分の慣れ親しんでいる自文化を記述することを意味していた。研究者の個人的

な経験を自らの研究に含める現在の意味での自己エスノグラフィーは 21 世紀に入ってか

らであり（Adams et al., 2017; Ellis et al., 2011）、かなり新しい分野といえよう。 
3) 一方で、「組織の自己エスノグラフィー」の貢献可能性については、Boyle & Parry（2007）

を参照されたい。 
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